
助
動
詞 

「
つ
」「
ぬ
」 

 

◇
活
用 

        

◇
接
続 

 
 

「
つ
「
ぬ
」
は
と
も
に
連
用
形
接
続
に
な
る
。 

 

◇
意
味 

 

① 

完
了
「
〜
た
」 

 
 

 
 

 
 
…

動
作
・
状
態
が
す
で
に
終
了
し
て
い
る
こ
と
を
表
す
。
下
に
「
過
去
」
の
助
動
詞
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

 

 
 

 
 

 

例
）
五
年
六
年
の
う
ち
に
、
千
年
や
過
ぎ
に
け
む
、
か
た
へ
は
な
く
な
り
に
け
り
。（
土
佐
日
記
） 

 
 

 
 

 
 

（
五
、
六
年
の
う
ち
に
、
千
年
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
半
分
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
） 

 

 

② 

強
意
（
確
述
）「
き
っ
と
〜
」 

 
 

 
 
…

語
句
な
ど
を
強
調
す
る
役
割
を
持
つ
。
下
に
「
推
量
」
の
助
動
詞
を
伴
う
こ
と
が
多
い
。 

 

 
 

例
）
く
ち
を
し
き
こ
と
多
か
れ
ど
、
え
尽
く
さ
ず
。
と
ま
れ
か
う
ま
れ
、
と
く
破
り
て
む
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
残
念
な
こ
と
が
多
い
け
れ
ど
、
全
部
を
書
き
つ
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
に
も
か
く
に
も
、
早
く
破
い
て
し

ま
お
う
） 

  
 

 

※ 

テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
３
つ
目
の
意
味
と
し
て
「
並
列
」
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
ぼ
で
な
い
の
気
に
し
な
く
て
大
丈
夫
で
す
。 

 

◇
「
ぬ
」
の
識
別 

 
 

① 

打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の
連
体
形 

 
 

 
 

 
→

 

未
然
形
形
接
続
な
の
で
、
上
の
語
の
活
用
形
で
判
断
。
下
が
体
言
の
こ
と
が
多
い
。 

  
 

② 

完
了
・
強
意
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形 

 
 

 
 

 
→

 

連
用
形
接
続
な
の
で
、
上
の
語
の
活
用
形
で
判
断
。 

 
 

 
 

 
 

 

下
に
「
過
去
」
の
助
動
詞
が
続
け
ば
「
完
了
」、「
推
量
」
の
助
動
詞
が
続
け
ば
「
強
意
」
と
判
断
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 

ど
ち
ら
も
下
に
続
い
て
い
な
い
場
合
は
文
脈
か
ら
（
動
作
が
完
了
し
て
い
る
か
ど
う
か
）
判
断
す
る
。 

 
 

 

 
 

 

 

ぬ つ 

基
本
形 

な て 
未
然
形 

に て 

連
用
形 

ぬ つ 

終
止
形 

ぬ
る 

つ
る 

連
体
形 

ぬ
れ 

つ
れ 

已
然
形 

ね 

て
よ 

命
令
形 


